
１ 事業概要
住所 横須賀市小矢部４－１９－４
事業種類 ①介護保険指定通所介護事業・予防通所介護事業（第二種社会福祉事業）

②介護保険指定訪問介護事業・予防訪問介護事業（第二種社会福祉事業）
③介護保険指定居宅介護支援事業（公益事業）・介護予防プラン作成受託

事業実施期間 令和元年４月１日～令和２年３月３１日
運営責任者 ｾﾝﾀｰ長　若山加奈江（全国社会福祉協議会施設長資格講習修了）

２ 通所介護事業
（１） 事業内容

管理者 通所介護課長　馬賀清子（介護福祉士）
休業日 日曜日

１２月３０日～１月３日
サービス提供時間 １０時～１６時（６時間以上７時間未満）
加算体制 入浴・サービス体制強化（Ⅱ）・処遇改善・特定処遇改善
送迎時間 ８時３０分～１０時

１６時～１７時３０分
保険外費用 食事費 昼食１食９００円

旅行、趣味活動等 実費
（２） 職員の状況 平成３１年３月３１日現在

正職員（４） 管理者・課長（１）、主任（１）、介護職員兼相談員（１）　　
　全員が介護福祉士資格所有

栄養士（１）
契約職員（１） 介護職員（１）　　　介護福祉士・歯科衛生士
非常勤職員（26） 介護職員（15）、看護師（３）、調理職員（4）、運転手（4） 単位：人
令和元年度の正職員退職　　 ０名

（３） 運営実績 別紙参照
（４） 保有設備 車椅子型機械式浴槽（１）、寝たきり型機械式浴槽（１）

マイクロバス（１）、１５人乗り大型車（１）、車椅子リフト車（２）
ワゴン車（１）、車椅子スロープ付軽自動車（２）、軽自動車（２）　計９台　　　

（４） 特別活動
　① 外出行事

保険外旅行行事 日帰り観光バス旅行２回、小規模行事８回
外出リハビリ（デイの枠内行事） １０回

② 施設内趣味活動
有料手工芸活動（さくらクラフト）　毎月１種類実施。参加者５０名前後
有料クラブ活動 4種類 パッチワーク、絵手紙、木目込み、紙人形
無料クラブ活動 １種類 合唱
内部行事 夏祭り、夏フェス、運動会、文化祭、節分、敬老会等
通常内部活動 カラオケ、体操、レクリエーション

（５） 職員研修
① 内部研修

職員総会 法人の全常勤職員対象。法人理念の研修。
運営会議 常勤職員による業務検討、毎月実施。３月は未開催
職務検討会議 非常勤職員に対する連絡調整、研修、ケース検討、年９回実施

② 外部研修
神奈川老人福祉研究大会、神奈川県社会福祉協議会主催の研修等
全正職員が３回以上外部研修に参加予定だったが、年度末の研修中止

（６） 地域交流・社会貢献
地域交流行事としてカラオケパーティーを開催
毎年実施していた地域お餅つき大会は悪天候のため中止

（７） 感染対策
利用者一人一テーブル体制とする。今後、定員の見直しを検討。
発熱時の利用中止、利用中のマスク着用。玄関での手指消毒。職員の出勤前検温。
外部業者の出入り原則禁止。職員の宴会、リスクのある行動の自粛要請。

（８） まとめ
定員３５名体制として、それに合わせたコスト削減がまだ十分できていないことが課題です。
自動車数や運転職員数、厨房職員数の削減検討が課題である。
さらに、年度末に生じた新型ウィルス蔓延対策で、一人一テーブル等の感染対策をとるため
定員のさらなる見直しが必要となる。

３ 訪問介護事業
（１） 事業内容

介護保険指定訪問介護事業・介護予防訪問介護事業 高齢者の自宅を訪問して介護
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支援費制度指定居宅介護事業 身体障害者、知的障害者が対象
管理者 訪問介護部門主任　仙洞田都子（介護福祉士）
休業日 日曜日、１２月３０日～１月３日　　休業中も必要によりサービスは提供
サービス提供時間 原則は２４時間サービス提供。概ね７時～２０時
窓口営業時間 月～金、８：３０～１７：３０

（２） 職員の状況 令和２年３月３１日現在
正職員(3) 管理者兼サービス提供責任者・主任（１）、サービス提供責任者（１）全介護福祉士

事務職員（１） 居宅介護支援事業事務を兼務
非常勤職員（10） フルタイム非常勤介護職員（１）

契約型訪問介護員（１）、登録型訪問介護員（８）
令和元年度退職者 正職員、フルタイム職員の退職なし

（３） 運営実績 別紙参照
ヘルパー不足のため、サービス提供時間数は減少

（４） 職員研修
職員総会 法人の全常勤職員対象。法人理念の研修。
内部研修 登録型訪問介護員の研修を年１８回実施（同じ研修を毎月２回実施）
外部研修 訪問介護事業所連絡会、社会福祉協議会等

（５） 地域交流・社会貢献 デイサービス主催のカラオケパーティーに協力
ケアマネ主催の近隣地域介護予防教室３回に協力

（６） 感染予防 利用者が発熱した場合、発熱の２日前までにサービスに入ったヘルパーは
休みとする。利用者の状況をみて、出勤再開を決める。

（７） まとめ ヘルパー数が大幅に減少し、従来より体制縮小した一年間でした。
この社会情勢で、ヘルパーの増員は難しく、正職員を中心に、登録ヘルパー
が補助するような、新しい小規模体制の構築が課題となります。

４ 居宅介護支援事業
（１） 事業内容

介護保険指定居宅介護支援事業 要介護状態の高齢者のケアプラン作成
介護予防プランの作成業務受託
管理者 居宅支援部門主任　神田恵美子（ケアマネジャー、歯科衛生士）
休業日 土日、祝日、１２月２９日～１月３日
営業時間 ８時３０分～１７時３０分

（２） 職員の状況 令和２年３月３１日現在
正職員（３） ケアマネジャー（２） １名は管理者兼務

事務職員（１） 訪問介護事業事務を兼務
契約職員（２） ケアマネジャー（２）
非常勤職員（２） ケアマネジャー（２）
平成３０年度退職者　０名

（３） サービス実績 別紙参照
（４） 職員研修

職員総会 法人の全常勤職員対象。法人理念の研修。
内部研修 会議兼研修会を年１０回実施
外部研修 ケアマネ連絡会、社会福祉協議会等の研修に参加

正職員ケアマネと契約職員ケアマネは年8回以上外部研修に参加
（５） 地域交流・社会貢献

小矢部南町内会において介護予防教室を１回自主開催
近隣を対象とする介護予防教室を３回自主開催（会場はあすなろ学苑）

（６） まとめ 入院、施設入居に伴うサービス中止の数が年々増加している。
現在は、その欠員はすぐに埋まっているが、今後は難しくなると思われる。
地域との結びつきを強化する必要があるが、今後は介護予防教室等の
集会を開催と、感染防止策の両立が課題である。



（１）事業概要
　 ①事業種類 認知症対応型共同生活介護事業（高齢者グループホーム）

介護予防認知症対応型共同生活介護事業（グループホーム）
②事業者番号 一番館：1471900694、二番館：1471901411、三番館：1471902963
③住所 一番館：小矢部４－１7－４、二番館：小矢部４－１５－８

三番館：小矢部４－１５－７
④事業体制 一番館１ユニット

二番館２ユニット、三番館２ユニット
④定員 一番館：８名、二番館１８名、三番館１８名
⑤加算体制 医療連携体制加算、サービス提供体制強化加算（Ⅲ）、処遇改善加算（Ⅰ）

（２）事業実施期間
平成30年4月1日～平成31年3月31日

（３）利用実績 別紙参照

（４） 職員の状況(平成３１年３月３１日現在）
さくらの家共通（高齢者グループホーム運営部）

非常勤看護師（１）
一番館

管理者 星野哲也（介護福祉士・ケアマネジャー）
正職員（１） 介護職員
非常勤介護職員（6）
平成３０年度の正職員退職者　　０名

二番館
管理者 中川信幸（介護福祉士・ケアマネジャー・社会福祉士）
フロア責任者（管理者） 廣羽幸樹（介護福祉士）
正職員（２） 介護職員
非常勤介護職員（15）
平成３０年度の正職員退職者　１名

三番館
管理者 斎藤かがり（介護福祉士）
フロア責任者（管理者） 土師良介（介護福祉士）
フロア責任者補佐（計画作成担当者） 平賀あすか（介護福祉士・ケアマネジャー）
正職員（３） 介護職員　うち２名介護福祉士
非常勤介護職員（１７）
平成３０年度の正職員退職者　１名

（６） 職員研修
内部研修 ３ホーム合同のリーダー会議　月１回実施

各フロアごとの職員会議・研修　月１回実施
３ホーム合同の常勤職員研修会　年６回実施

外部研修 全国グループホーム協議会、県協議会、市協議会の研修参加
市協議会の市中央部ブロックのホーム合同研修会
全正職員が３回以上外部研修に参加

（７） 行事
地域との合同防災訓練１回、各ホームの防災訓練１回
地域感謝秋祭り
近隣住民招待ビアガーデン１回、流し素麺１回
川崎大師等の旅行行事６回

（８） まとめ
近隣との交流行事に大勢の人が集まってくれるようになり、逆に職員が町内会の行事に
参加することも増え、地域密着型介護施設としての役割を果たしている。
また、三館合同行事も増え、三つのグループホームが近接しているスケールメリットを
活かし、ご入居者様のＱＯＬ向上が達成できている。
市内で、入居者募集に苦労しているグループホームが多い中、退去者があっても
すぐに新規入居者が見つかっているのは、上記の努力の結果だと思う。
しかし今後は新規入居者確保に苦労すると思われ、営業、広告の強化が必要。
また、地域交流や三館合同行事が多いのは、感染症のリスクが高いことにつながり
今後感染症対策が大きな課題となる。

令和2年5月31日
　　　　　　さくらの家令和元年度事業報告



（１）事業概要
　 ①事業種類 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）・ユニット型

短期入所生活介護事業（ショートステイ・介護予防含む）・ユニット型
②事業者番号 1471904613
③住所 横須賀市太田和５－８６－１
④定員 特別養護老人ホーム　１００人（１００室・１０ユニット）

ショートステイ　２０人（２０室・２ユニット）
⑤基本加算体制 看護職員体制加算Ⅰ、個別機能訓練加算、栄養マネジメント加算

処遇改善加算Ⅰ、日常生活継続支援加算、
（２）事業実施期間

令和１年4月1日～令和２年3月31日
（３）運営実績 別紙参照
（４） 職員の状況(令和２年３月３１日現在）

①在籍職員
施設長（管理者）　　 若山三千彦（社会福祉士、ケアマネジャー）
副施設長（介護長、ユニット長兼務） 田端直子（介護福祉士、ケアマネジャー）
副施設長（ショート長、ユニット長兼務） 加藤あゆ美（旧姓長嶋、介護福祉士、社会福祉士、ケアマネジャー）

介護主任（ユニット長兼務） ２名
特養ユニット長（副主任） ７名
ショートユニット長（副主任） 1名
ショート相談員（主任） １名
特養生活相談員兼ケアマネジャー（副主任） １名
特養生活相談員兼ケアマネジャー １名
作業療法士（主任） １名
管理栄養士（正職員） １名

主任 副主任 正職員 契約 パート非常勤 派遣 障害者雇用

特養介護職 2 7 19 7 34 2
ｼｮｰﾄ介護職 0 1 4 1 10
看護職 1 1 1 4
調理職員 1 2 1 7
管理栄養士 1
事務 1 4
運転・管理 1 2
託児室 6
清掃・洗濯 3 4
合計 4 9 28 10 70 2 4
※　障害者雇用職員は、非常勤、週３５時間勤務、社保加入

②退職職員（正職員）
正職員 2名
他に１名が契約職員に異動

（５） 職員研修
内部研修 リーダー会議・事例検討・研修　　毎月１回実施

常勤職員研修　　5回実施
パート介護職員研修　　4回実施
ユニット毎の職員研修会議　毎月１回実施
全職員対象の特別研修　年１回実施
法人全体の高齢福祉事例発表研修会　年１回実施
法人全職員対象の法人理念研修　年１回実施

外部研修 ユニットケアリーダー研修、ファーストステップ研修、他社協等の開催研修
全正職員が１回以上外部研修に参加

（６） 社会貢献活動
動物愛護団体ちばわんと共催で保護犬・猫譲渡会を２回開催
武山地区社協のイベントに車両貸し出し２回
施設長が環境庁主催動物愛護週間中央行事で基調講演
４月に地域感謝祭開催、約２００人の近隣住民来訪

（７） 家族交流行事
秋祭りと餅つきを開催

令和2年5月31日
　　　　　　さくらの里山科令和元年度事業報告



（８） まとめ
３年前から続いていた人手不足が、やっと解消の見込がつきました。
令和元年度末で、必要な介護正職員数３６名に対し、３４名が勤務。
令和２年度の新卒採用２名なので、正職員は充足できます。
令和元年度末で、派遣職員を２名利用していますが、
令和２年度夏には０名にできる見込みです。
職員の充足に伴い、日常生活継続支援加算の算定が可能になり、
収支も向上する見込みです。
新型コロナウィルスの感染予防のため、面会禁止、外出行事・イベント中止、
業者の出入り禁止の措置
今後は感染予防対策が大きな課題
ショートステイは、稼働率８５％前後で推移。徐々に稼働率が低下している。
特養、ショート共に、新規利用者の確保に苦労している。
またショートは、感染予防のために、不要不急の利用の自粛を呼びかけ
そのために稼働率大幅低下。
今後特にショートは感染防止対策が課題となる。



令和元年度あすなろ学苑事業報告書 

                            令和 2年 6月 1日 

                            

１．施設運営に関して 

(１)利用者支援 

①施設の稼働日数は 259日であった。損益分岐点を常に勘案しながら祝祭日等における 

イベント販売や当苑開所時間外の配達等を 31回実施した。 

また、苑生の利用定数は 6451日、利用実績は 6705日、出勤率 96.2％であった。 

2年以上に亘り、闘病生活を送っていた苑生 1名が 2020年 3月にご逝去された。 

 

②利用者の余暇活動の充実を図るため、土曜日出勤日を活用し、苑内においてクラブ活動(苑

生の強い希望で全て食べ物作りを行った。)やクリスマス会等の季節行事、三島大社・メ

ロン狩り・ヴァンジ彫刻美術館の日帰り旅行等を実施した。余暇支援においては、苑生

の希望を反映したプログラムを実施している。 

 

③利用者の自主性や権利擁護を促進するため、自治会活動「仲間の会」を結成し 15年が経

過した。 

 仲間の会では、施設の質を自ら向上させるため、テーマに沿って話し合いの場を設けて 

いる。苑生の主体的な発言を導いていくため、職員がロールプレーを見せる事や苑生同

士でロールプレーをする事も時に交えながら支援をしている。 

その成果もあり、他人の意見を批判せず聞く事や自分の意見を人前で恥ずかしがらず

に発言できる苑生が増してきており、特に外出行事決めや食事パーティー等の内容決め

においては自由闊達な意見が呈されるようになった。一方で、集中力が乏しく会への主

体的な参加が難しい苑生や居眠りをする苑生も増しており、職員が個別に対応している。 

また、仲間の会が主催となり、12月に保護者招待行事を企画した。「三浦半島名物マグ

ロ料理」をテーマとして保護者をご招待した。マグロ丼、魚のつみれ汁、茶わん蒸し、

わらび餅、揚げ出し豆腐のきのこ餡等を振る舞った後、参加した保護者へのお土産とし

てクリスマスクッキーをお渡しするファミリーサポートを実施した。 

 

④本年度の利用者に支払う平均工賃目標は月額３万 500円、平均工賃支払実績は月額 31479

円であった。 

 

(２)事業運営 

①本年度の授産収益は 1677万円であった。(前年より約 78万円の増収) 

 

②新生ビルテクノ株式会社を通して、横須賀西体育館にて焼き菓子、ジャム、横須賀海軍

カレーの買取販売を新規開拓。 

 

③新生ビルテクノ株式会社を通して、横須賀南体育館にてお弁当・パン・焼き菓子の買取

販売を新規開拓。 



 

④sompoケアラヴィーレ衣笠山公園にて焼き菓子・パンの販売を新規開拓。 

 

⑤横須賀ポートマーケットが 2019 年 12 月で閉鎖され、横須賀スーベニアショップとのお

取り引きが終了となった。 

 

⑥横須賀明光高等学校の売店運営を 2008年より 12年間受託してきた。 

2020 年 4 月より大楠高校と合併し、横須賀南高校としてスタートをきることになった為、

売店運営に関する企画書を提出し選考したい旨連絡が入り、2019年 12月に提出、2020年

1月に受託決定を受けている。 

学校の指示により、これまでの運営方法と若干変更がなされた為、新たな販売方法で混乱

なく営業ができるよう苑内外の調整を密に行っていく。 

今後も単年度契約となる為、学校の指示に柔軟に応じながら更新を継続して頂けるよう努

めていく。 

 

⑦職員の現状 

就労継続支援Ｂ型事業所の配置基準は満たしているが、現在の苑生の支援度及び授産活

動を維持するためには、職員の増員が必要不可欠である。職員の確保は福祉業界全体で深

刻さを増しているが、当苑も職員の確保に大変苦慮している。 

様々な媒体を使用して求人活動を行うものの、応募のない状況が続いている。少ない応

募の中から採用するが、当方よりもよい条件の働き口が見つかったという理由や今勤務し

ている職場を辞められなくなったとの理由から、入職前の辞退、連絡なく面接をキャンセ

ルされる事等が増加している。 

一方、非常勤職員のスキルとチームワークが年々向上し、苑運営において大きな戦力と

なっている。 

 



（１）事業実施期間
平成３１年4月1日～令和２年3月31日
第１・第２あすなろの家は休業日無し
第３・第５・第６・第７・第８あすなろの家は、金曜日～日曜日及び祝日とその前日は休業
第3は、あすなろ学苑の土曜日出勤の前日の運営をしている。
第５は、入居者１名が家族がいないため、必要に応じて日曜日も運営した。

（２）事業概要
　 ①事業種類 障害者総合支援法指定共同生活援助事業（グループホーム）

７ユニット（共同生活住居）を運営
②住所 事業所代表住所：横須賀市小矢部４－１８－１１

第１あすなろの家（共同生活住居①） 横須賀市小矢部４－１３－２
第２あすなろの家（共同生活住居②） 横須賀市小矢部４－１８－１１
第３あすなろの家（共同生活住居③） 横須賀市武４－８－５山田ハイツＢ
第５あすなろの家（共同生活住居④） 横須賀市若宮台２４－１５
第６あすなろの家（共同生活住居⑤） 横須賀市平作2-24-5第５のぞみハイツ
第７あすなろの家（共同生活住居⑥） 横須賀市武２－１３－１９
第８あすなろの家（共同生活住居⑦） 横須賀市太田和５－９０

③定員・入居者数（平成３１年３月３１日現在）
全体定員３５名、入居者３５名、入居率１００％
第１あすなろの家 定員８名、入居８名
第２あすなろの家 定員６名、入居６名
第３あすなろの家 定員４名、入居４名
第５あすなろの家 定員４名、入居４名
第６あすなろの家 定員４名、入居４名
第７あすなろの家 定員４名、入居４名
第８あすなろの家 定員５名、入居５名

（３）入退居の状況 令和１年度退去者１名、入居者１名
（４） 職員の状況（令和２年３月３１日現在）

管理者 吉岡和子（サービス管理責任者と相談員を兼務）
サービス管理責任者　岡本みゆき
正職員・相談員兼世話人（３）
非常勤職員・世話人（1７）

(5) 職員研修
苦情受付者研修、感染症研修、他

（６） まとめ
退居があっても、その補充がすぐにでき、安定して入居率１００％を保っています。
ただし、入居者の高齢化に伴い、家族はさらに高齢化し、緊急時のサポート能力が低下
しています。今後は、病院通院など、日中の活動をあすなろの家がサポートする必要が
あります。そのための体制作りが課題です。
また公共交通機関を使って一般就労や施設通所をしている入居者が多く、感染予防も
課題です。

（１）運営体制
土日祝日休業、１２月２９日～１月３日休業

（２） 職員の状況（令和２年３月３１日現在）
事務長 若山加奈江（さくらの里センター長と兼務、全社協施設長資格研修修了）
正職員（４）

（３） 事業内容
法人全体及び各施設・事業の経理、労務、職員福利厚生
介護保険請求、利用料請求
在庫管理、物品購入、各種メンテナンス
給与明細のｗｅｂ化を実施

（４） 設備
ファイルサーバー（１）、大型プリンター（２）、折り機（１）、コピー機（１）、軽自動車（１）

（５） まとめ
平成３１年４月より、給与明細のｗｅｂ化を実施。
現在、職員名簿、労働契約書の一元管理システムを構築中。これが完成すれば、
従来の枠組みでの業務の効率化は、できることはほぼ全て実施したと思われます。

　　 書類の電子化が進んでいないこと、電子決済システムが導入できていないこと、等の
業務のオンライン化が進んでいないことが課題です。

以上

令和2年5月31日
あすなろの家平成令和１年度事業報告

令和2年5月30日
法人本部令和１年度事業報告




